
 

第
２
回
区
議
会
定
例
会
２
日

目
、
６
月
８
日
の
本
会
議
で
の
田

中
ま
さ
や
議
員
の
一
般
質
問
で
、

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い

て
区
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。 

と
く
に
難
聴
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
区
議
団

と
し
て
は
、
本
会
議
で
の
初
め
て

の
質
問
と
な
り
ま
し
た
。 

区
長
は
、
23
区
で
渋
谷
だ
け

実
施
し
て
い
な
い
難
聴
児
の
補

聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
支
援
を
「
今
後
検
討
」
す
る

と
の
前
向
き
な
答
弁
を
し
ま
し

た
。
以
下
、
障
が
い
者
支
援
の
充

実
に
つ
い
て
の
質
問
の
一
部
と

区
長
答
弁
の
要
旨
で
す
。 

 障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て 

す
べ
て
の
障
が
い
者
は
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
権
利
の
主
体

と
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
す
る

権
利
を
保
障
す
る
障
が
い
者
権

利
条
約
の
立
場
で
、
障
が
い
者
福

祉
を
充
実
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

 

⑴
難
聴
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て 

 

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
は
、
全

国
で
約
６
０
０
万
人
、
区
内
で
は

約
１
万
人
以
上
に
達
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
70
歳
以

上
の
高
齢
者
の
半
数
は
加
齢
に

よ
る
難
聴
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
補
聴
器
購
入
助

成
の
対
象
者
は
、
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
て
い
る
約
24
万
人
と

い
わ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

難
聴
に
な
る
と
、
家
庭
の
中
で

も
社
会
的
に
も
孤
立
し
や
す
く
、

人
と
の
会
話
や
会
う
機
会
が
減

り
、
ひ
き
こ
も
り
や
認
知
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
早
期

の
補
聴
器
の
使
用
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

い
ま
補
聴
器
は
高
額
の
た
め
、

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
創
設

す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
23
区
内
で
も
、
千
代
田
区
は
、

年
齢
制
限
を
設
け
ず
片
耳
の
聴

力
レ
ベ
ル
が
近
距
離
で
の
会
話

に
支
障
が
あ
る
40
デ
シ
ベ
ル
以

上
の
方
に
、
購
入
費
用
の
９
割
、

上
限
２
５
０
０
０
円
を
助
成
し

て
お
り
、
中
央
区
や
大
田
、
豊
島
、

江
東
、
墨
田
、
葛
飾
の
各
区
は
65

歳
以
上
に
助
成
や
現
物
支
給
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

本
区
で
も
、
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
す
。
ま
た
23
区
で
は
渋
谷
区

だ
け
が
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
直
ち
に
実

施
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
難
聴
児

の
早
期
発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な

が
る
「
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」
の
検
査
費
用
を
無
料
化
す

べ
き
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
区
長
の
所

見
を
伺
い
ま
す
。 

区
長
答
弁 

補
聴
器
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ

く
補
装
具
の
制
度
が
あ
り
、
聴
覚

障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
所
得
に
応
じ
て

一
定
の
購
入
費
用
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
取
得

に
至
ら
な
い
難
聴
者
に
つ
い
て
、

区
と
し
て
独
自
の
助
成
制
度
を

創
設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

一
方
、
同
じ
く
手
帳
の
取
得
に

至
ら
な
い
18
歳
未
満
の
難
聴
児

に
つ
い
て
は
、
補
聴
器
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
東
京
都
が
中
等
度
難
聴
児
発

達
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
本
区
に
お
い
て
も
難

聴
児
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
な
支

援
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
制

度
に
つ
い
て
は
検
査
可
能
な
医

療
機
関
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
現

状
を
23
区
で
共
同
し
て
調
査
を

し
、
今
年
４
月
に
都
内
全
て
の
区

市
町
村
で
開
始
さ
れ
た
制
度
で

す
。
そ
の
た
め
区
独
自
で
無
料
化

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⑶
障
が
い
者
支
援
施
設
の
運
営

費
助
成
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て 

精
神
障
が
い
者
支
援
事
業
所

で
は
、
自
立
支
援
法
の
報
酬
改
定

に
よ
っ
て
運
営
費
が
大
幅
に
減

少
し
、
定
員
を
減
ら
し
た
施
設
も

出
て
い
ま
す
。
区
は
１
４
０
万
円

の
予
算
で
、
自
主
製
品
の
普
及
活

動
に
対
す
る
助
成
制
度
を
始
め

ま
し
た
が
、
障
が
い
者
の
生
活
の

場
を
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な

費
用
を
、
施
設
の
努
力
で
差
別
す

る
こ
と
は
、
障
が
い
者
の
尊
厳
を

傷
つ
け
る
も
の
で
す
。
障
が
い
者

支
援
施
設
の
必
要
な
運
営
費
に

つ
い
て
は
全
額
助
成
す
べ
き
で

す
。
区
長
に
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

ま
た
、
障
が
い
者
施
設
の
職
員

の
処
遇
は
、
極
め
て
低
い
水
準
で

す
。
職
員
は
、
「
結
婚
し
て
、
家

庭
を
持
っ
て
も
働
き
続
け
ら
れ

る
賃
金
が
必
要
で
す
」
と
訴
え
て 

 

 

第
２
回
区
議
会
定
例
会
・
田
中
ま
さ
や
議
員
の
一
般
質
問
よ
り 

す
べ
て
の
障
が
い
者
に
自
立
し
た
生
活
を
す
る
権
利
保
障
を 
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い
ま
す
。
障
が
い
者
支
援
施
設
で
働
く
職
員
の
賃
金

の
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
区
独
自
に
運
営
費
に
職
員

の
賃
金
上
乗
せ
加
算
を
す
べ
き
で
す
。
区
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。 

区
長
答
弁 

障
が
い
者
支
援
施
設
の
運
営
費
に
つ

い
て
は
、
支
援
内
容
や
利
用
状
況
、
施
設
の
運
営

方
法
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一

律
に
運
営
費
を
全
額
助
成
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
状
況
を
丁
寧
に
聞
き
取
っ
た
上

で
、
持
続
可
能
な
運
営
に
必
要
な
支
援
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
障
が
い
者
施
設
で
働
く
職
員
へ
の
区
独

自
の
賃
金
加
算
に
つ
い
て
も
、
区
内
の
障
が
い
者

支
援
施
設
に
限
ら
ず
、
介
護
分
野
も
含
め
て
全
国

的
に
福
祉
人
材
が
不
足
す
る
現
状
で
は
、
根
本
的

な
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。 

 
イギリス フランス ドイツ アメリカ 日本

47.6%
41.0%

36.9%
30.2%

14.4%

難聴者の補聴器所有率

 

●難聴についての障がい程度等級表
［障害者福祉法抜粋］

級別 障がいの状態

２級
両耳の聴力レベルがそれぞれ「平均１００デシベル以上」のもの（両耳
全ろう）

両耳の聴力レベルが、それぞれ「平均９０デシベル以上」のもの

　(両耳に接しなければ大声語を理解し得ないもの)

１．両耳の聴力レベルが、それぞれ「平均80デシベル以上」のもの

　(両耳に接しなければ話声語を理解し得ないもの)

２．両耳による普通話声の最良の語音明瞭度が「平均50%以下」のもの

１．両耳の聴力レベルが、それぞれ「平均70デシベル以上」のもの

 (40ｃｍ以上の距離で発声された会話語を理解し得ないもの

２．一側耳の聴力レベルが「平均９０デシベル以上」、他側耳の聴力レベ
ルが「平均５０デシベル以上」のもの

重度
難聴

３級

６級

４級

高度
難聴
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